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（ １ ） 株式会社　 南建設

代表取締役　 　 南　 隆博

（ ２ ） 本 社 〒862-0913　 熊本県熊本市東区尾ノ 上１ 丁目45番１ 号

駐車場・ 倉庫 〒862-0913　 熊本県熊本市東区尾ノ 上１ 丁目39番17号

資 材 置 場 〒869-1102　 熊本県菊池郡菊陽町原水字北原1411

（ ３ ） 環境管理責任者　 　 南　 隆博

TEL０ ９ ６ －３ ８ １ －１ ６ ５ ５ 　 FAX０ ９ ６ －３ ８ １ －２ ３ ３ ５

e-mai l  ：  mi nami @k-mi nami . j p

（ ４ ） 特定建設業　 熊本県知事許可（ 特－4） 第3436号

有効期限　 令和４ 年１ ０ 月３ ０ 日～令和９ 年１ ０ 月２ ９ 日

( 土木工事業、 と び・ 土工工事業、 石工事業、 舗装工事業)

産業廃棄物収集運搬業  熊本県知事許可第04301006461号

有効期限　 平成31年　 ２ 月１ ８ 日～令和6年　 ２ 月１ ７ 日

（ 金属く ず、 がれき 類、 廃プラ スチッ ク 類）

自社建設工事の関連産業廃棄物のみ取り 扱い

（ ５ ） ４  tダンプ２ 台　 ３ ｔ ダンプ１ 台　 　

　 ４ ｔ ユニッ ク １ 台

バッ ク ホウ ０ ． ７ ０ ｍ3　 1台、 ０ ． ４ ５ m3　 １ 台、 ０ ． ２ ５ m3　 １ 台、

０ ． ２ ０ m3  ３ 台、 ０ ． １ ５ m3  1台　 タ イ ヤショ ベル０ ． ３ ５ m3　 １ 台

内、 産業廃棄物収集運搬車両： ４ ｔ ダンプ２ 台 ３ ｔ ダンプ１ 台 　

（ ６ ） 資 本 金 30 （ 百万円）

売 上 高 527 （ 百万円）

設 立 昭和４ ５ 年　 ３ 月２ ５ 日

事 業 年 度 ６ 月～５ 月

従 業 員 数 １ ９ 名

（ ７ ） コ ンク リ ート ガラ 86 t

334 t

（ ８ ） 全組織・ 全事業

-１ -

１ ． 　 会社概要

所 有 車 両 ・ 重 機

収 集 運 搬 量

事 業 内 容

事 業 規 模

事 業 所 名 及 び 代 表 者 氏 名

事 業 所 所 在 地

取 組 み の 対 象 組 織 ・ 活 動

環境管理責任者氏名及び 連絡先

アスフ ァ ルト コ ンク リ ート ガラ

   令和４ 年度

   令和４ 年度



２ . 実施体制

・ 環境方針を定める

・ 環境管理責任者を任命

・ 資源( 人材・ 資金・ 技術・ 情報） の用意

・ システム全体の評価と 見直し

・ システムの構築、 維持、 運用

・ 全体計画の立案

・ 文書の作成、 管理

・ 一般教育の実施

・ 実績と 運用状況を代表者に報告

・ 目標達成に向けた推進役 ・ 文書の作成、 管理

・ 実績の把握 ・ システム運用上の事務管理

・ 問題点の抽出

・ 原因の追究、 対策の立案

・ 社員に対する啓蒙

システムを理解し 、 積極的に環境活動に取り 組む

-２ -

代表取締役
南 隆博

環境管理責任者
南 隆博

ＥＡ２１委員会
委員長 南 隆博

委員・テーマ実行責任者
（環境活動計画に記載） 事務局

高宮 理恵子

土木部
責任者 末永 浩二

総務部
責任者 高宮理恵子



エコ アク ショ ン21

【 経営方針】

　 『 熊本』 の建設企業と し て、 地域に貢献する事業活動を行います

【 基本理念】

　 株式会社南建設は《 杜の都》 熊本にあり 、 豊かな自然を次世代に引き 継ぐ ために、

建設業を通じ て積極的に環境保全に取り 組み、 自然環境と の共存を目指し 活動

し ます。

【 行動方針】

　 当社は、 環境理念に基づいた環境管理システムを構築し て、 環境に配慮し た活動に

取り 組み、 継続的に環境負荷を軽減し て行き ます。

そのために、 次項を実行するこ と によっ て、 継続的な改善に努めます。

１ ． 環境負荷の低減と 環境保全活動への取り 組み

①　 Ｅ Ａ ２ １ 中央事務局のホームページ

②　 本社受付カ ウンタ ーに置く

改訂日　 令和４ 年６ 月１ 日

株式会社　 南建設

   代表取締役 南　 隆博

① 電力・ 化石燃料の使用量削減による二酸化炭素排出量の削減

-３ -

２ ． 環境関連法規を遵守し ます。

３ ． 環境活動レポート を作成し 、 社内外に公表し ます。

３ . 環境方針

４ ． 全従業員に、 エコ アク ショ ン２ １ の活動を周知し 、 全員参加で取組みます。

② 産業廃棄物３ R（ 減量・ 再利用・ 再生利用） の徹底

③ 水の効率的な使用による排水量の削減

④ 環境に配慮し た施工（ 騒音、 振動、 大気汚染）



実績基準 単位

※　

0. 347　 ： 　 平成３ ０ 年度九州電力調整後排出係数（ 令和２ 年１ 月発表）

※　 当社は、 Ｐ Ｒ Ｔ Ｒ 法対象物質の使用がないため、 化学物資の削減及び適正管理については

　  目標化はし ていません。

CO2排出量=（ 電力②×0. 347） +（ ガソ リ ン③×2. 322） +（ 軽油④×2. 586）
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項　 　 目
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④ 軽油使用量削減 26, 417 Ｌ （ ㍑）

⑧



実行責任者 時　 期 実施状況

①
Ｃ Ｏ ２ 排出

量削減
－ ・ ②～⑤の取組結果による 通年 ○

・ 不在箇所、 昼休みなどの電気の消灯の徹底 通年 ○

・ 夏冬期 ○

・ OA機器は省エネモード にする 通年 ○

・ 退社時はパソ コ ン・ テレビのコ ンセント を抜く 通年 ○

・ 省エネタ イ プの電化製品の購入 通年 ○

・ 急発進・ 急加速・ 空ぶかし の禁止 通年 ○

・ 不要のアイ ド リ ングのスト ッ プ行う 通年 ○

・ 通年 ○

・ エアコ ンを控えめにする 夏期 △

・ 重機の定期点検整備の実施 通年 ○

・ 重機・ 車両の低燃費車への切り 替え 通年 〇

・ 重機の無駄な動作の削減に努める 通年 ○

・ 水を流し ながら の洗い物はし ない 通年 ○

・ 水道管から の漏水を定期的に点検する 通年 ○

・ 洗車時は散水ノ ズルを取り 付ける 通年 ○

・ 分別の徹底 通年 ○

・ 適切なリ サイ ク ル業者の選定 通年 ○

・ 産廃物の再資源化・ 再利用の促進 通年 ○

⑦
一般廃棄物
排出量削減

南　 隆博 ・ 分別ボッ ク スを設置する 通年 ○

・ 低騒音・ 低振動型の機械の使用 通年 ○

・ 排気ガス対応型の重機の使用 通年 ○

・ 粉じ ん（ 砂埃） 発生の抑制 通年 ○

でき た○, でき なかっ た×, ある程度でき た△

③

④

末永　 浩二

末永　 浩二

電力使用量
削減

タ イ ヤの空気圧チェ ッ ク （ 月１ 回給油時に行う ）

環境に配慮
し た工事

対象項目

-５ -

取組内容

② 高宮　 理恵子

➄ 南　 隆博

ガソ リ ン
使用量削減

軽油使用量
削減

水使用量削減

産業廃棄物
のリ サイ ク
ル率100％維

持

５ . 　 環境活動計画

⑧ 末永　 浩二

⑥ 宮本　 鉄也

エアコ ンの設定温度の遵守（ 夏２ ６ ℃　 冬２ ３ ℃）
（ 終業１ ５ 分前にスイ ッ チを 切る）



平成30年度実績 令和4年度目標 令和4年度実績 目標達成率

単位 H30/6～R1/5 R4/6～R5/5 R4/6～R5/5 （ ％）

①
CO2排出量

削減
( Kg－CO2) 84, 094 80, 730 79, 943 101 〇

②
電力使用量

削減
( kWh) 11, 623 11, 159 10, 534 106 〇

③
ガソ リ ン使用量

削減
Ｌ （ ㍑） 5, 059 4, 857 5, 830 83 〇

④
軽油使用量

削減
Ｌ （ ㍑） 26, 417 25, 361 24, 155 105 〇

➄ 水使用量削減 ｍ3 33. 0 31. 7 24. 0 132 〇

⑥
産業廃棄物

リ サイ ク ル率
100％維持

％ 100 100 100 100 〇

⑦
一般廃棄物
排出量削減

ｋ ｇ 804 772 617 125 〇

⑧
環境に配慮し た

施工実施率
％ 100 100 100 100 〇

※　 Ｃ Ｏ ２ 排出量＝（ 電力②×0. 347） ＋（ ガソ リ ン③×2. 322） ＋（ 軽油④×2. 586）

※　 　 0. 347　 ： 　 令和2年度の九州電力調整後の排出係数を使用。

〈 評価の基準〉 80%以上 ：  〇 　   80％未満 ：  ×

評価

-６ -

６.　環境目標の実績（Ｒ4年6月～Ｒ5年5月）

項　 　 目



評　 　 価

① CO2排出量削減
　 CO2排出量は、 目標達成するこ と ができ た。
　 今後も アイ ド リ ングスト ッ プ等を 積極的に行い、 削減に努めたい。

継続

② 電力使用量削減
　 電気使用量は、 目標達成するこ と ができ た。
　 今後も 、 事務所内は外光を 取入れて、 効率良い作業を 行い電気使用量削減に努めたい。

継続

③ ガソ リ ン使用量削減
　 ガソ リ ン使用量は、 目標達成するこ と ができ なかっ た。
　 今後は、 エコ 運転（ エアコ ン調整・ 急発進・ 急加速・ 急ブレ ーキ等） を 意識し て、
　 燃費向上に努め目標達成でき る様にし たい。

継続

④ 軽油使用量削減
　 今期は重機の使用頻度も 多かっ たが、 エコ 運転等の全員の努力により 目標達成するこ と が
　 でき た。 　 今後も 、 アイ ド リ ングスト ッ プや過積載の禁止、 過剰な負荷運転の禁止等など、
　 エコ 運転を推進し 軽油使用量削減に努めて行き たい。

継続

➄ 水使用量削減
　 水使用量は、 目標達成でき た。
　 今後も 環境維持の為に節水意識を 高め目標達成出来る様に努めて行き たい。

継続

⑥
産業廃棄物

リ サイ ク ル率１ ０ ０ ％維
持

　 工事現場毎に、 産業廃棄物の分別( コ ンク リ ート 殻・ アスフ ァ ルト 殻・ 鉄く ず・ 木く ず・ 廃プ
ラ ） を 徹底し て行い処分場へ搬入し てリ サイ ク ル率100％の維持に努めてき た。
　 今後も 、 工事現場毎にリ サイ ク ル率100％を 行い産廃管理を 徹底し ていく 。

継続

⑦ 一般廃棄物排出量削減
　 一般廃棄物は、 目標達成でき た。 事務所及び現場事務所から 出るゴミ ( 缶・ ビン・ ペッ ト ボト
ル・ 可燃ゴミ ・ 不燃ゴミ ） の分別を 徹底し 、 リ サイ ク ル率を 高め排出量削減に努めて行き たい。

継続

⑧
環境に配慮し た

施工実施率
　 工事の施工に当たり 、 騒音・ 振動・ 粉塵・ 汚染水の防止に努めて施工を 行っ ている。
　 今後も 、 建設廃材のリ サイ ク ルを 活用し て環境に配慮し た施工を 行っ ていく 。

継続

-７ -

７ . 　 実施状況の評価及び今後の取組

項　 　 目



法的義務を受ける主な環境関連法規制は次のと おり である。

 あり ません。 なお、 地域住民から の苦情も あり ません。

振動規制法

適用さ れる法規

事故時の届出

騒音規制法

８ ． 　 環境関連法規等の順守状況

 環境関連法規への違反、 訴訟はあり ません。 又、 過去３ 年間に関係当局から の違反等の指摘は

建設リ サイ ク ル法 対象工事の届出、 土木工事に係わる分別再資源化の実施

パソ コ ンの廃棄時の適正処理

適用を受ける内容

フ ロン排出抑制法 空調機の簡易定期点検

特定建設作業の届出

適正燃料の使用、 点検整備の励行

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
産業廃棄物収集運搬業の許可証の維持、 収集運搬車両への
表示、 マニフ ェ スト の携帯、 許可証の控えの携帯、 委託契約、
保管基準の順守

消防法

水質汚濁防止法

オフ ロード 法

特定建設作業の届出

少量危険物貯蔵所の届出、 保管管理基準の順守

家電リ サイ ク ル法 リ サイ ク ル料の支払と 適正処理

-８ -

自動車リ サイ ク ル法 リ サイ ク ル料の支払と 適正処理

リ サイ ク ル法



見直し 内容 変更の要否

環境方針 否

環境目標
及び環境計画 否

実施体制 否

【 代表者の総合評価】

代表取締役　 南　 隆博

-9-

今後も 、 環境方針をも と に社員全員で環境保全に努めていき たい。

特になし

　 Ｅ Ａ ２ １ の取組を行い今年で11年が経過し たが、 従業員の環境を

意識する姿勢が定着し てき て、 それが結果につながっ ていると 思う 。

令和5年6月20日

今年度も ほぼ、 目標達成するこ と ができ た。

株式会社　 南建設

９ ． 　 代表者の評価と 見直し

　 環境に配慮し た工事では、 排ガス、 粉塵対策のほかに

地域住民の方に極力迷惑をかけないよう に心がけ、 騒音・ 振動対策

などを徹底し た。

指示内容

特になし

特になし

　 電力、 軽油は目標達成するこ と ができ たが、 ガソ リ ンはあと

一歩届かず、 未達成と なっ た。
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